
貧
困
の
拡
大

生
活
に
困

窮

し

て

い

る
人
が
今

や
「
多
数
者
」

で
す
。

非
正
規
雇

用
は
二
〇
二

五
万
人
で
四

〇
％
を
超
え

ま
し
た
。
年

収
二
百
万
円

以
下
の
「
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
」

が
千
百
三
十

九
万
人
、
四

人
に
一
人
に

達
し
て
い
ま

す
。
健
康
保

険
、
年
金
、

介
護
保
険
の

保
険
料
を
払
い
、
残
っ
た
お

金
で
一
体
ど
ん
な
暮
ら
し
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
貯
蓄

ゼ
ロ
世
帯
は
単
身
世
帯
で
は

二
人
に
一
人
、
二
人
以
上
世

帯
で
三
世
帯
に
一
世
帯
で
す
。

保
険
料
滞
納
が
増
え
る
の
も

当
然
で
す
。
学
生
は
「
ブ
ラ
ッ

ク
バ
イ
ト
」
で
苦
し
め
ら
れ
、

卒
業
と
同
時
に
多
額
の
奨
学

金
返
済
に
窮
し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
世
帯
は
一
六
五
万

世
帯
、
捕
捉
率
は
わ
ず
か
二

割
。
六
五
〇
万
世
帯
以
上
が

生
活
保
護
水
準
以
下
で
暮
ら

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
第
二
次
安
倍
政
権
発
足

以
降
、
二
〇
一
五
年
度
ま
で

の
国
民
負
担
増
は
消
費
増
税
、

年
金
や
子
ど
も
手
当
減
額
、

年
少
扶
養
控
除
廃
止
、
復
興

増
税
、
年
金
・
介
護
・
健
康

保
険
料
引
き
上
げ
等
に
よ
り

二
〇
兆
円
。
子
ど
も
の
貧
困

は
即
ち
親
の
貧
困
、
祖
父
母

の
貧
困
と
連
動
し
て
い
ま
す
。

他
方
で
、
安
倍
政
権
は
大

企
業
減
税
を
推
進
、
消
費
増

税
分
は
き
っ
ち
り
大
企
業
や

富
裕
層
の
利
益
に
移
っ
て
い

ま
す
。
結
果
、
内
部
留
保
は

増
え
つ
づ
け
三
五
四
兆
円
。

国
家
予
算
の
三
年
半
分
以
上
。

富
裕
層
は
ま
す
ま
す
富
み
、

格
差
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

介
護
労
働
者
の
現
状

介
護
労
働
者
の
現
状
は
、

非
正
規
雇
用
が
多
数
を
占
め
、

施
設
で
は
四
割
強
、
訪
問
ヘ

ル
パ
ー
で
は
八
割
以
上
で
す
。

施
設
の
介
護
職
は
三
〇
代
～

四
〇
代
が
約
半
数
、
女
性
が

七
五
%
を
占
め
、
訪
問
ヘ
ル

パ
ー
は
六
〇
歳
以
上
が
三
割
、

女
性
が
九
割
で
す
。
介
護
職

の
賃
金
は
、
全
産
業
平
均
よ

り
月
額
一
〇
万
円
も
低
く
保

育
労
働
者
と
同
じ
で
す
。
ど

の
介
護
職
場
も
深
刻
な
悩
み

が
人
手
不
足
、
そ
の
最
大
の

原
因
は
低
賃
金
、
長
時
間
の

過
酷
な
労
働
条
件
で
す
。
両

者
の
悪
循
環
、
こ
れ
が
介
護

の
質
に
影
響
し
利
用
者
が
犠

牲
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
労
働
の
問
題
は
、
歴

史
的
に
根
深
く
横
た
わ
る
女

性
労
働
者
へ
の
差
別
、
そ
れ

に
由
来
す
る
非
正
規
と
い
う

差
別
雇
用
の
問
題
で
あ
る
こ

と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
数
字

で
す
。
こ
の
差
別
と
犠
牲
の

上
に
介
護
保
険
が
か
ろ
う
じ
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て
成
立
し
て
い
る
の
で
す
。

介
護
労
働
の
価
値
を
正
当

に
評
価
す
る
な
ら
ば
、
サ
ー

ビ
ス
の
公
定
価
格
で
あ
る
介

護
報
酬
が
こ
れ
程
ま
で
に
低

い
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

安
倍
政
権
は
介
護
報
酬
を

含
む
法
制
度
の
更
な
る
大
改

悪
、
「
保
険
料
あ
っ
て
介
護

な
し
」
化
を
狙
っ
て
お
り
、

全
く
言
語
道
断
で
す
。

「
働
き
方
改
革
」
な
ら
ぬ

改
悪
は
ゆ
る
さ
ん

安
倍
は
今
「
働
き
方
改
革
」

と
称
し
て
「
長
時
間
労
働
の

是
正
」
「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
「
非
正
規
と
い
う
言
葉

を
一
掃
す
る
」
な
ど
耳
触
り

の
良
い
言
葉
を
並
べ
て
い
ま

す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
破
綻
を

ご
ま
か
す
為
に
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、

成
長
戦
略
に
位
置
づ
け
た

「
改
革
」
で
あ
り
、
内
容
は

む
し
ろ
働
き
方
改
悪
で
す
。

★
長
時
間
労
働
を
推
進

◆
「
長
時
間
労
働
是
正
」
と

言
い
な
が
ら
、
「
残
業
代
ゼ

ロ
」
「
低
額
・
定
額
働
か
せ

放
題
」
「
過
労
死
促
進
」
と

批
判
を
浴
び
て
い
る
労
基
法

改
悪
案
を
継
続
審
議
と
し
て

い
る
。
ま
ず
こ
れ
を
撤
回
せ

よ
!
◆
残
業
規
制
の
上
限
を

過
労
死
ラ
イ
ン
ギ
リ
ギ
リ
に

設
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
過
労
死
ラ
イ
ン
ま
で
働
か

せ
て
い
い
」
と
お
墨
付
き
を

与
え
る
も
の
だ
。
◆
四
割
を

超
え
る
非
正
規
職
や
低
賃
金

の
正
規
労
働
者
は
掛
け
も
ち

の
仕
事
や
長
時
間
残
業
で
か

ろ
う
じ
て
生
活
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
長
時
間
労
働
を
是

正
す
る
気
は
全
く
な
い
。
是

正
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
大

前
提
は
大
幅
賃
上
げ
、
「
八

時
間
働
い
て
生
活
で
き
る
賃

金
」
の
保
障
で
あ
る
。
し
か

し
安
倍
は
決
し
て
低
賃
金
を

問
題
に
し
な
い
。
是
正
は
口

に
し
な
い
。
◆
自
宅
就
労
な

ど
「
多
様
な
働
き
方
」
は
長

時
間
労
働
や
健
康
破
壊
を
も

た
ら
す
。
「
労
働
時
間
に
基

づ
い
て
賃
金
を
支
払
う
、
労

働
時
間
管
理
は
使
用
者
の
義

務
」
こ
の
原
則
を
崩
す
も
の

だ
。
「
使
用
者
の
健
康
配
慮

義
務
」
免
責
に
も
つ
な
が
る
。

★
足
元
か
ら
非
正
規
な
く
せ

◆
公
務
員
の
三
人
に
一
人
は

非
正
規
職
員
。
非
正
規
職
の

一
掃
は
足
元
か
ら
や
れ
!
と

い
う
話
だ
。
し
か
し
霞
が
関

に
も
永
田
町
に
も
多
く
い
る

非
正
規
職
を
「
一
掃
す
る
」

気
配
は
な
い
。
結
局
、
非
正

規
を
「
限
定
正
社
員
」
等
と

言
い
換
え
「
非
正
規
の
言
葉
」

を
無
く
す
、
正
規
を
非
正
規

に
近
づ
け
る
の
が
狙
い
だ
。

★
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
嘘

◆
世
界
で
も
名
だ
た
る
女
性

差
別
賃
金
王
国
。
こ
れ
を
是

正
せ
ず
し
て
同
一
労
働
同
一

賃
金
を
語
る
資
格
な
し
。

「
同
一
」
に
高
い
ハ
ー
ド
ル

を
設
け
て
賃
金
差
別
を
放
置
、

同
時
に
低
い
方
に
「
同
一
」

化
し
て
い
く
―
要
注
意
だ
。

安
倍
に
や
ら
せ
る
!
闘
い

「
安
倍
が
や
っ
て
く
れ
る
」

の
で
は
な
く
、
「
安
倍
に
や
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ら
せ
る
」
闘
い
、
労
働
者
・

市
民
の
連
帯
と
団
結
と
闘
い

の
力
が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
の
課
題

介
護
保
険
は
サ
ー
ビ
ス
利

用
と
介
護
報
酬
が
増
え
る
と

自
己
負
担
と
保
険
料
に
は
ね

か
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お

り
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

加
算
金
も
保
険
か
ら
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
利
用
者
と
介
護

職
・
事
業
者
の
利
害
が
対
立

す
る
関
係
が
法
律
に
組
み
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
国
庫
負
担
・

自
治
体
負
担
に
よ
る
大
幅
な

賃
金
・
労
働
条
件
改
善
が
必

要
で
す
。
誇
り
と
喜
び
を
感

じ
な
が
ら
「
安
心
・
安
全
な

介
護
」
を
し
た
い
、
介
護
職

の
切
な
る
願
い
で
す
。

介
護
保
険
大
改
悪
と
の
当

面
の
闘
い
は
、
①
市
町
村
事

業
に
移
行
さ
れ
た
「
要
支
援

者
」
の
サ
ー
ビ
ス
切
捨
て
を

許
さ
な
い
、
②
自
己
負
担
三

割
導
入
な
ど
問
題
の
多
い
介

護
保
険
法
改
悪
案
に
反
対
す

る
等
が
重
要
で
す
。

制
度
発
足
か
ら
二
倍
に
上

が
っ
て
い
る
保
険
料
も
重
大

な
社
会
問
題
で
す
。
高
齢
者

が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ほ
ん
と
に
怒
っ
て
ま
す
。

財
源
は
あ
る
!

税
金
を
使
っ
て
公
的
介
護

制
度
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の

大
き
な
闘
い
が
必
要
で
す
。

な
ぜ
「
一
機
百
億
円
の
オ

ス
プ
レ
イ
十
七
機
購
入
」
や

数
兆
円
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

数
千
億
円
の
カ
ジ
ノ
や
万
博

費
用
は
「
聖
域
」
の
如
く
ま

か
り
通
り
、
社
会
保
障
は

「
費
用
の
増
大
」
を
や
り
玉

に
挙
げ
て
削
減
！
削
減
！
な

の
で
し
ょ
う
か
。
介
護
の
切

捨
て
は
命
の
切
捨
て
で
す
。

こ
ん
な
政
治
が
、
長
生
き
や

障
害
を
「
迷
惑
」
「
悪
」

「
生
き
る
価
値
が
な
い
」
と

見
る
価
値
観
や
行
為
を
社
会

に
、
一
人
一
人
の
心
の
中
に

浸
透
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

冒
頭
で
も
書
き
ま
し
た
が

財
源
は
あ
る
の
で
す
。

社
会
保
障
は
社
会
に
還
元

社
会
保
障
費
は
、
介
護
・

保
育
・
医
療
な
ど
の
事
業
、

ま
た
従
事
す
る
労
働
者
の
暮

ら
し
を
通
じ
て
地
域
社
会
に

還
元
さ
れ
経
済
効
果
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
も
見
な
い
で
社

会
保
障
の
切
捨
て
だ
け
に
走

る
国
や
自
治
体
に
、
高
齢
者
・

障
害
者
の
尊
厳
、
生
き
る
権

利
＝
介
護
の
権
利
を
突
き
つ

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
カ
ジ

ノ
や
万
博
な
ど
で
は
な
く
、

暮
ら
し
と
命
を
守
る
こ
と
が

国
・
自
治
体
の
第
一
の
責
務

で
す
。

介
護
を
受
け
る
人
、
家
族
、

介
護
職
、
地
域
住
民
、
事
業

者
や
業
界
団
体
、
市
民
団
体

や
労
働
組
合
な
ど
が
垣
根
を

こ
え
共
に
声
を
上
げ
、
行
動

を
お
こ
す
時
で
す
。

再
度
大
集
会
を
開
催
し
ま
す
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五
月
十
二
日
（
金
）

午
後
六
時
半
～

北
区
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

「
介
護
の
切
り
す
て
ア
カ

ン
！
み
ん
な
の
大
集
会
」

実
行
委
員
会
主
催


